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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本の多魚種漁獲漁業とその多様な流通を分析し、その経営安定化とレジ
リアンス構築への貢献を明らかにした。このアプローチは、都道府県単位および漁協単位で漁業ポートフォリオ
を用いて示され、詳細な漁獲・市況データの提供を受け、漁獲量・漁獲高の多様性が保たれていることが明らか
になった。多魚種漁獲漁業のポートフォリオ漁業理論は、資源・魚価変動に対するリスク軽減と経営安定化を導
くことが示され、これは多魚種漁獲漁業において特定魚種の漁獲及び水揚制限への弊害とともに、多魚種漁獲ポ
ートフォリオによる新たな漁業経営および水産政策施策の可能性を提示した。

研究成果の概要（英文）：This study examined the multispecies fishery in Japan and its diverse 
distribution, highlighting its contributions to operational stability and resilience improvement. 
The approach utilized fishery portfolios at both the prefecture and fishery cooperative levels, 
integrating detailed capture and market data to demonstrate the diversity of catch volume and value.
 It has been demonstrated that portfolio fishing in multispecies fisheries reduces risk and 
stabilizes operations in the face of resource and fish price fluctuations. This reveals the 
potential for novel fishery management and marine policy measures through multispecies fishing 
portfolios, as well as the disadvantages of limiting the capture and landing of specific species in 
multispecies fisheries.

研究分野：資経経済

キーワード： 多魚種漁獲漁業　ポートフォリオ　経営安定

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、日本の漁業の在り方を多魚種漁獲ポートフォリオとして定義することで、新たな日本漁業への解析手
法とそれに基づく漁業経営および水産政策施策の可能性を示した。2023年三月末に総理官邸より本研究成果を世
界に発信するための記事と動画が, 「Japan‘s Unknown Stable and Waste-Free Fishery」として発表された。
ポートフォリオ漁業により、震災すら乗り越えた日本漁業の独自性と可能性を世界に、また、日本の政策として
ポートフォリオ漁業をすすめてゆく起点をつくった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通）
１．研究開始当初の背景
　　漁業経営には深淵とも言える二つの問題がいつも存在する。一つは環境要因や過剰な漁獲

に起因する資源量・分布変遷。二つ目は個別水産物市場の限定的な国内需要に加えて市場のグ

ローバル化による低価格輸入水産物の流入による魚価の変動や価格停滞がある。これらの問題

は、漁獲と魚価の変動を軽減し、持続可能な後漁獲漁業経営を築く上での障壁となっている。

さらに、日本の漁獲漁業は地震や津波などの大規模自然災害や気候変動等による広域での不可

逆的な魚種や資源量、そして空間分布の変動に直面してきた。こうしたリスクによる危機的な

状況・困難な問題などに対する「適応」する、また、こうした危機から「回復」する、レジリ

アンスを獲得し安定的な経営をおこなうことは、日本の漁獲漁業にとって緊急の課題だ。

　日本の漁獲漁業は、豊かな海から四季折々の魚種を漁獲することに特徴がある。多様な水産

物を利用する食文化と、産地市場から消費地へと多様な水産物を繋ぐ専門性を持った仲買に

よって、多種多様な魚種の流通と消費を可能としてきた。しかし、魚種の大量供給を求める量

販店主導の市場形成と、効率を追求する日本漁業の変化が生じてきた。さらに、漁獲効率を目

指す漁業は少数魚種専業化の道を進んできた。これらの変化は、海洋生態系のバランスを崩す

可能性をはらんでおり、今後の漁業の持続可能性を問い直す機会となっていた。

　金融ポートフォリオ理論は、投資家がリスク管理のために異なる挙動やリスクの資産に分散

投資することで、価格変動危機を軽減し、安定的な投資運用益を得ること、さらに、少ないリ

スクで大きなリターンを得る最適な資産組み合わせを探求する。ポートフォリオ漁業はこの理

論を漁業に応用し資源・魚価変動動向が異なる多様な魚種を漁獲し、漁獲・魚価変動リスク軽

減により収入安定化を図る多魚種漁獲漁業である。本課題は、こうした日本漁業の課題と特徴

をふまえ日本独自のポートフォリオ漁業の探究と、その実現可能性の探求を意図してきた。
２．研究の目的

本課題は多魚種漁獲によるポートフォリオ漁業が（1）資源変動・魚価変動に対して漁獲漁業の

経営安定化・レジリアンス構築に寄与することを示し、(2)日本独自の多魚種漁獲漁業の設立

条件を明らかにし、さらに(3)日本型ポートフォリオ漁業を支える漁業制度(権)、資源管理や

漁業政策を探求することで持続的漁獲漁業構築の方向性を示し、日本社会に大きな意味をもつ

次世代の水産資源利用のあり方を提示した。
３．研究の方法
　モダンポートフォリオ理論とは、異なるリスク・リターンを持つ多様な資産へ分散投資し、

資産全体のリスクの軽減とリターンの最大化を図る投資戦略である。異なるリターン・リスク

を持つ資産によって構成されるポートフォリオでは、各資産のリスクが負の相関関係にあるこ

とでリスクが相殺され、安定化が可能となる。こうした分散投資によるポートフォリオでのリ

スク低減をポートフォリオ効果という。したがって、分散投資によるポートフォリオ効果によ

り、リスクの軽減及びリターンの最大化を図る投資戦略をモダンポートフォリオ理論という。

　金融のモダンポートフォリオ理論を漁業の分析に応用したものを、漁業ポートフォリオと呼

ぶ。具体的には、漁獲活動に関するさまざまな生産要素を組み合わせることで、リターンの変

動を抑制し、同時にリターンを追求する漁業における経営戦略である。漁業ポートフォリオの

構成要素には、漁獲する魚種類、使う漁具、採用する漁法、漁場、漁期、さらに漁業権などが

ある。これらの漁業ポートフォリオの構成要素は意思決定主体によって異なる。
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金融ポートフォリオ 漁業ポートフォリオ

目的 金融投資 漁業

意思決定する主体 投資家 漁業者

意思決定により選択をする対象 金融資産 漁獲魚種・漁場・漁法等

リターン 期待収益率 平均漁獲量・漁獲高

リスク 期待収益率の変動 漁獲量・漁獲高の変動

　漁業ポートフォリオにおいて　収益は漁獲された魚の量や価格、リスクは漁獲量や価格の変

動とした。そして、これらの要素を組み合わせて多魚種漁獲ポートフォリオを作り、その結果

から、多魚種漁獲が漁業経営の安定性にどのように貢献するかを検討をおこなってきた。これ

までの研究では、漁獲する魚種の多様化が全体のリスクを減らすことが示されており、我々の

研究もそれを前提としてきた。米国における事例では、個々の漁業経営体が複数海域操業・漁

獲魚種多様化により、漁獲量に対する漁獲高の変動が軽減されることを明らかにした1。魚種ご

との漁獲可能量を設定する際、各魚種間の捕食関係を考慮することで収入を増加させながら変

動を軽減する可能性も示唆されてきた2,3。これまでの先行研究事例で海外の大規模漁業による

秋数魚種の集中漁獲と対比される「多魚種」の概念は20魚種程度と限定的である。

　一方、日本の沿岸漁業では、異なる魚種だけでなく、異なる漁法も組み合わせることが珍し

くない。それぞれの漁法が異なる収益とリスクを持つ場合、それらもまたポートフォリオの一

部として考えることが可能である。このような観点から、我々は複数の魚種の組み合わせによ

る漁業ポートフォリオを、"多魚種漁獲ポートフォリオ"として分析を行った。
多魚種漁獲ポートフォリオ分析
　多魚種漁獲漁業における漁獲魚種ポートフォリオでは、従来の理論と前提が異なる。金融

ポートフォリオ理論では、投資家自身で資産を選択しポートフォリオを構成することができ

る。それに対し、多魚種漁獲漁業における多魚種漁獲ポートフォリオでは、漁業経営体が構成

魚種を決めるのではなく、漁獲された魚種によりポートフォリオが受動的に完成する。これは

多魚種漁獲漁業において魚種選択性が乏しいことに起因する。これを踏まえ、受動的に構成さ

れた漁獲魚種ポートフォリオ分析では、全魚種を漁獲するポートフォリオを基準に各主要魚種

を抜いたシナリオを設ける。このシナリオでは、TAC制度に伴う特定の魚種に対する水揚げの

規制を考慮し、主要魚種毎に水揚げが規制される場合を想定する。つまり、仮に個別の特定魚

種に対しTACによる水揚げ規制がなされ、ポートフォリオが縮小した場合、全体の安定性はど

のように変化し、多魚種漁業である本漁業の漁業経営にどのように影響するのかを解析した。
リターン、リスク、漁獲魚種多様性の指標
　金融投資において、これから購入するまたは現在保有している資産から得られる収益率を予

想収益率という。これを踏まえ、金融投資におけるリターンは予想収益率の平均値すなわち期

待収益率を指す。また金融ポートフォリオ理論では、投資家が単一の資産ではなく複数の異な

るリスク・リターンを持つ資産に投資を分散させることで、リスクの軽減とリターンの最大化

を図る。それを踏まえ、多魚種漁獲漁業におけるリターンは、漁獲活動によって得る収益すな

わち漁獲高と定義することができる。また漁獲量は水産加工業や小売業といった関連産業の規

模を決定づける要素であり、関連産業にとって安定して仕入れられなければ産業としての安定

性が持続しないことから、漁獲量ももう一つのリターンとして捉えられる。本研究は、リスク

https://paperpile.com/c/M5aMQA/ERkd
https://paperpile.com/c/M5aMQA/QxLN+BUpJ
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指標として変動係数CVを用いて、AverageーCV PEへと展開しポートフォリオ毎のリターン

の変動を定量化した。魚種多様性とリターンの安定性との関係を明らかにするため、本研究で

は多様性指数としてシンプソン指数を用いて、年間漁獲量・漁獲高における漁獲魚種の多様性

を算出した4。さらに多魚種漁獲による漁業経営の安定化を定量化するため、漁獲魚種の多様性

によるリスクの低減すなわちポートフォリオ効果を示すAverage-CV PEを用いた5。
４．研究成果
　日本漁業についての新しい視点、 風土に根ざした多魚種漁獲漁業とそれを支える多様な流

通、を分析により明らかにしてきた。2019年度は本研究プロジェクトの目的とするポートフォ

リオ漁業が資源・魚価変動に対して漁業の経営安定化・レジリアンス構築に寄与すること都道

府県単位および漁協単位で漁業ポートフォリオを使って提示することができた。また、こうし

た結果を提示することにより、現在、複数の県、また、漁業団体より、詳細な漁獲・市況デー

タ提供を受けることができた。また、全球での海洋と人類関係の秩序形成の議論を重ねてきた

政府ハイレベル会合「持続可能な海洋経済」(http://oceanpanel.org/)において、石村が参加

する研究グループが”The Future Food from the Sea”の題名でこれからの海洋利用の方向

性をPolicy Briefとして出版し、本研究の目指すポートフォリオ漁業理論による次世代の水産

資源利用の社会実装への道を広げることができたと考える。

　これまでの研究成果としては、世界の主要漁業国（漁獲量、漁獲高）10ヵ国の1990年から

2018年のデータで、日本の漁獲量・漁獲高とも多様性指数が歴史的にも高いことを示した。

2000年以降、総漁獲量・漁獲高が減少する一方で、漁獲量の多様性指数は高い結果がでた（下

図はシンプソン係数による漁獲量・漁獲高の漁獲魚種多様性）。これは、生鮮水産物の流通経路

発展とともに、多様な魚種利用が可能になったことを示している。2000年前後から、漁獲量の

多様性指数は変わらない一方

で、漁獲高の多様性指数が大き

く降下する。これは日本の水産

物流通が大手量販店主導へと移

行した結果、限られた魚種の大

量流通によると考えられる。　

　こうした分析を地域別に展開

した岩手県の漁港別分析から、

漁獲高の多様性指数がそれぞれ

の関連水産加工産業形態に大き

く影響を受けることが示唆され

た（右図は岩手県各漁港のシン

プソン係数による漁獲量・漁獲

高の漁獲魚種多様性）。

　本研究の目的である多魚種漁

業ポートフォリオ解析により多

魚種漁獲が資源・魚価変動に対

して漁業の経営安定化・レジリアンス構築に寄与すること、またこうした結果から(2)日本独

自の多魚種漁獲漁業のポートフォリオ漁業設立条件を確立をめざしてきた。

個別漁業の分析は現在も継続中であるが、多魚種漁獲漁業ポートフォリオ解析により多魚種漁

獲が資源・魚価変動に対して漁業の経営安定化・レジリアンス構築に寄与することを示してき

http://oceanpanel.org/
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た。日本の伝統的な多魚種漁獲漁業である定置網漁業を太平洋・日本海と海洋環境の異なる事

例で漁業ポートフォリオ分析を行った。こうした事例では定置網漁業の多魚種漁獲魚種組成が

大きく数年単位で変化してゆくことが明らかとなり、こうした魚種変遷・交替がある多魚種漁

獲漁業では、少数主要魚種漁獲のみのポートフォリオと全漁獲魚種で構成するポートフォリオ

では後者のポートフォリオの方がリターン(漁獲高)に対するリスク(変動)が低く、多魚種への

分散漁獲を行うことでリスクを軽減し、経営安定化を導くポートフォリオ効果が高いことが示

された6。2019年からの水産政策改革では魚種・系群ごとの漁獲可能量拡大と漁獲割当の導入

により特定魚種の漁獲及び水揚制限が行われてゆく。こうした条件をもとに分析を行う、こう

した特定魚種・系群漁獲制限により定置網漁業などの選択制の低い多魚種漁獲漁業の経営を不

安定化させることが示された。こうした理由から、多魚種漁獲漁業のポートフォリオ漁業設立

条件は、魚種構成とその変化の把握の上での政策施策であることが示された。

　2023年三月末に総理官邸・内閣府広報室より本研究成果を世界に発信するための記事と動画

が、「Japan‘s Unknown Stable and Waste-Free Fishery」1として発表された。ポートフォ

リオ漁業により、震災すら乗り越えた岩手県宮古市の底曳漁業を日本漁業の独自性と可能性を

世界に、また、日本の政策としてポートフォリオ漁業をすすめてゆく起点をつくることができ

た。また、収集された時期列データ分析「Evaluating the impact of COVID-19 on

ex-vessel prices using time-series analysis」7は水産学会論文賞を受賞した。

　本研究課題はコロナ禍により大きな影響を受けてきたが、データ収集と解析手法の確立、そ

して、国内外への日本独自の多魚種漁獲漁業の在り方と漁業ポートフォリオの認知を得た。研

究結果の論文出版をすすめることで、さらなる研究発展を進めて行く。
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